
1）静寂で緑豊かな敷地にたたずむ、釈菜の舞台と
なる多久聖廟　2）孔子像は八角形の厨子「聖龕」
に納められています。聖龕の解体法は秘伝。現在 2
人にしか口伝えされていないそうです（中村惕斎
/1700年作）　3）天井には、絵師・御厨夏園による
蟠龍が描かれています。生きているような見事な
出来栄えに、龍が夜な夜な天井を抜け出さないよ
う、鱗を1枚はがしたなどという伝説があります。
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孔子の里芸能保存会雅楽部

上瀧 幾久生さん
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人権・同和対策課長
生涯学習課参事

雅楽部次期楽長

　「孔子の里芸能保存会雅楽部の特徴は、“口伝”によって伝承されている
ことです。練習は楽譜を読むのではなく、 唱歌から始まります。口で謡い、口で伝
える。そうして先輩方から歴史を紡いでいます。釈菜の進行に重要な役割を担う
一員として、次の世代へ伝えていくことを使命と感じ、練習に励みたいです。」

釈菜で雅楽を奏でる「孔子の里芸能保存会雅楽部」。総勢21人
の伶人が演奏を行います。 4 月から楽長を務める上瀧さんに
「釈菜」に込める思いを聞きました。

　多久聖廟の建設に携わった労働者の
数は 9,224 人。これは、当時の多久邑
（村の意味）の人口とほぼ同じ数に値し
ます。柱などの木材は、多久領内各地の
神社や寺院などから満遍なく集め、屋
根瓦は小侍窯で焼き、石材は藤川内の
岩古場で調達するなど、職人も材料も
すべて多久の地元のみで集めたと言わ
れています。多久の人々がつくり守っ
てきた聖廟。先人たちの志の高さと教
育への熱い思いが伝わってきます。

　元禄12年（1699）に茂文公が建てた学問所です。厳しい身分制度
だった当時は、武士の子どもしか通えない学校がほとんどでした。
しかし、多久では東原庠舎で農民や町民の子弟も志があれば学ぶ
ことができました。漢学や和学、武芸など幅広い授業が行われ、25
歳までに一定の単位を修得することが義務付けられ、厳格な規範
のもとに学んだのです。現在は、研修の場として利用されています。

孔子を祀る建物であるため中国の吉
祥文や孔子ゆかりの聖獣などが建物
の内外に施されています。柏＝子孫繁
栄、鯉＝学問成就などそれぞれに意味
があり、縁起がいいものとされています。

こ
と
で「
敬
の
心
」が
伝
わ
る
よ
う
に

と
考
え
た
の
で
す
。「
廟
舎
を
視
れ
ば

す
な
わ
ち
敬
を
思
う
」よ
う
に
、聖
廟

を
拝
む
だ
け
で
自
然
に
孔
子
の
教
え

の
基
本
が
身
に
付
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
し
た
。茂
文
公
が
一
番
伝
え
た

か
っ
た
の
は
、
儒
学
の
思
想
や
学
問

の
難
解
な
面
で
は
な
く
、
親
を
大
切

に
し
、人
を
敬
い
、礼
儀
を
尽
く
す
と

い
う
〝
人
と
し
て
行
う
べ
き
道 

〞。

そ
れ
を
領
民
す
べ
て
が
共
有
す
る
こ

と
で
人
の
心
が
よ
み
が
え
り
、
や
が

て
多
久
領
が
よ
み
が
え
る
と
い
う
こ

と
を
願
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
多
久
聖
廟
が
落
成
し
た
宝
永
５
年

（
１
７
０
８
）
の
８
月
14
日
。茂
文
公

は
、
自
ら
が
献
官
と
な
っ
て
釈
菜
を

執
り
行
い
ま
し
た
。以
来
３
０
０
年

を
超
え
、
多
久
で
は
春
と
秋
の
年
２

回
に
こ
の
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。現
在
は
市
職
員
扮
す
る
伶
人
が

雅
楽
を
演
奏
し
、
市
長（
献
官
）を
は

じ
め
、市
議
会
議
長
、教
育
長
、各
小

中
一
貫
校
校
長
な
ど
が
祭
官
と
な

り
孔
子
の
遺
徳
を
讃
え
拝
礼
と
供

物
奉
納
を
恭
々
し
く
行
い
ま
す
。そ

ん
な
釈
菜
を
通
し
て
、
茂
文
公
の
願

い
や
祈
り
は
、現
代
に
生
き
続
け
、多

久
の
誇
り
と
し
て
大
切
に
伝
継
承
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
多
久
で
は
、

武
士
、町
人
、農
民
を
問
わ
ず

領
民
の
心
は
ひ
ど
く
荒
ん
で

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
領
民
た
ち
の
心
を
改

め
る
た
め
に
は
「
教
育
」が
必

要
だ
と
考
え
た
多
久
四
代
領

主
多
久
茂
文
公
（
以
下
茂
文
公
）

は
、
身
分
を
問
わ
ず
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
学
問
所
（
後
の
東
原
庠
舎
）

を
創
設
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
学
問
の
象
徴
と
し
て
孔

子
を
祀
る
多
久
聖
廟
を
創
立
。多
久

聖
廟
は
全
国
の
孔
子
廟
の
中
で
最
も

壮
麗
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
茂
文
公
の
隠
さ
れ

た
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。な
ぜ
聖
廟
が
あ

る
の
か
、
な
ぜ
壮
麗
な
の

か
、孔
子
様
と
は
？…

…

と
、
訪
れ
る
人
に
あ
え

て
疑
問
を
抱
か
せ
る

｜問い合わせ｜
公益財団法人 孔子の里
多久市多久町1843-1
☎75-5112

｜問い合わせ｜
多久市観光協会☎74-2502

　21日（祝・月）は雑貨販売など行うマルシェや、26 日
（土）はワークショップやサイエンスショー、27（日）は多
久高校による演奏会や、多久ミュージカルカンパニー
(TMC) のステージ、佐賀北高校による書道パフォーマ
ンスなどイベント盛りだくさんの 10 日間です。

孔子の里 桜まつり
3月20日(日)～29日(火)

滞りなく式が進むような
雅楽演奏に努めます

●西渓公園サテライト会場　多久聖廟
10時～17時　入場無料

●3月20日（日）～29日（火）10時～17時
春の園児作品展（西渓公園内 寒鶯亭）

●3月26日（土）・27日（日）10時～15時
国重要文化財 多久聖廟春の一般公開

●3月26日（土）～31日（木）10時～17時
森家のひなまつり（くど造り民家 森家住宅）

4月18日（月）開催
孔子の里 多久聖廟

多久聖廟

東原庠舎

聖廟内の公開は
期間限定！

数多く
の

人材を
輩出！

春のイベント情報
同時開催！

また来たく（多久）なる！
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▲式典後、聖廟境内では、地元の児童生徒に
よる優美な釈菜の舞、参列生徒の唱歌、孔子
の里腰鼓も披露されます

3月20日（日）のオープ
ニングイベントでは、多
久東部太鼓保存会によ
る和太鼓の演奏や孔子
の里 獅子舞の演舞など
が行われます
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